
「A　会　場」　９月１０日 １０報文
４階　メイプル

番号 座長 報　　文　　名 発表者 勤務先 発表時間

A－１ 橋梁点検業務における
外業と内業のデータ連携による効率化 有手

あ り て

　暉一
き い ち

(株)国土開発センター １４：３０～１４：４５

A－２ 鋼橋の出来形管理への３次元測量システム（ハイブリッド測量）の適用
について 佐藤

さ と う

　悠樹
ゆ う き

(株)駒井ハルテック １４：４５～１５：００

A－３ 既設鋼斜張橋の耐震補強設計について 佐々木
さ さ き

　雄太
ゆ う た

東日本高速道路(株)新潟支社 １５：００～１５：１５

A－４ 自走運搬台車を用いた工事現場内の資機材搬送 岩元
い わ も と

　泰也
や す な り

川田工業(株) １５：１５～１５：３０

A－５ 板状繊維補強材で補強したRC直線梁の補強・補剛効果 山口
や ま ぐ ち

　佳蓮
か れ ん 金沢工業大学

環境土木工学専攻
１５：３０～１５：４５

A－６ 国道４９号釣浜橋におけるＥＣＩを活用した耐震補強工事について 柴田
し ば た

　遥大
は る と 北陸地方整備局

新潟国道事務所
１６：００～１６：１５

A－７
塩害損傷を受けた既設橋脚におけるRC 巻立て補強鉄筋に対する腐食影

響検討
（差分法による数値解析を用いた塩分浸透解析）

土田
つ ち だ

　大嗣
た い し

開発技建(株) １６：１５～１６：３０

A－８ 既設鋼斜張橋の耐震補強設計における漸増動的解析検討結果について 坂下
さ か し た

　彩香
さ や か

東日本高速道路(株)新潟支社 １６：３０～１６：４５

A－９ 複合的制約条件下における橋脚耐震補強工事の仮設工法最適化 北川
き た が わ

　琉太
り ゅ う た 北陸地方整備局

金沢河川国道事務所
１６：４５～１７：００

A－１０ ＰＣ合成桁橋床版取り換えに用いるＰＣプレキャスト工法の開発と実物
大試験 山田

や ま だ

　翔太
し ょ う た

川田建設(株) １７：００～１７：１５

「B　会　場」　９月１０日 １０報文
５階　常磐の間（A）

番号 座長 報　　文　　名 発表者 勤務先 発表時間

Ｂ－１ ３．９５ＭｅＶ高出力Ｘ線によるＰＣグラウト充填調査 西
に し

　宏将
こ う す け (株)ネクスコ・エンジニアリ

ング新潟
１４：３０～１４：４５

Ｂ－２ VRを用いたコンクリート構造物目視点検トレーニングシステムにおける
距離適応型視線ヒートマップ描画手法の提案と点検技能評価への適用 綱

つ な

本
も と

　匠真
た く ま

長岡工業高等専門学校 １４：４５～１５：００

Ｂ－３ 既設構造物の評価および補修へのレーザートラッカー3次元計測システ
ムの適用 宮本

み や も と

　聡太
そ う た

佐藤鉄工(株) １５：００～１５：１５

Ｂ－４ 超音波振動ドリルに替わる新たな削孔調査手法の開発
―安全で効率的なPCグラウト充填状況の削孔調査― 木下

き の し た

　尚
た か

宜
の り (株)エッチアンドビーシステ

ム
１５：１５～１５：３０

Ｂ－５ 橋台背面部におけるリフレクションクラック抑制対策について
国道７号荒川橋における施工報告 松田

ま つ だ

　歩夢
あ ゆ む 北陸地方整備局

羽越河川国道事務所
１５：３０～１５：４５

Ｂ－６ 電磁波レーダによるRC床版内部劣化AI解析・診断するシステムについて 岡田
お か だ

　大典
だ い す け

技建開発(株) １６：００～１６：１５

Ｂ－７ PCケーブルが破断した旧妙高大橋の上部工撤去設計 大谷
お お た に

　拓矢
た く や 大日本ダイヤコンサルタント

(株)北陸支社
１６：１５～１６：３０

Ｂ－８ 視線情報に基づくRC構造物の目視点検における見落とし要因の分類 布川
ぬ の か わ

　倖
こ う

長岡工業高等専門学校 １６：３０～１６：４５

Ｂ－９ 打音点検時の打撃パターンが欠陥検知精度に及ぼす影響
Warawat

ワラワット

Siriwiwat
シルウィット 長岡工業高等専門学校 １６：４５～１７：００

Ｂ－１０ AI技術を用いた橋梁及びCo吹付法面の健全度診断に関する技術手法につ
いて 長谷部

は せ べ

　佑太
ゆ う た 北陸地方整備局

能登復興事務所
１７：００～１７：１５

田
中
　
泰
司

金
沢
工
業
大
学
　
工
学
部

環
境
土
木
工
学
科
　
教
授

報文発表時間割　（１日目）

井
林
　
康

長
岡
工
業
高
等
専
門
学
校

環
境
都
市
工
学
科
　
教
授

休　憩　（１５：４５～１６：００）

河
野
　
哲
也

金
沢
大
学
　
理
工
研
究
域

地
球
社
会
基
盤
学
系
　
准
教
授

深
田
　
宰
史

金
沢
大
学
　
理
工
研
究
域

地
球
社
会
基
盤
学
系
　
教
授

休　憩　（１５：４５～１６：００）



「C　会　場」　９月１０日 ９報文
５階　常磐の間（B）

番号 座長 報　　文　　名 発表者 勤務先 発表時間

Ｃ－１ 湿粒ブラスト工法の施工環境改善性と素地調整性能について 髙木
た か ぎ

 録郎
ろ く ろ う

(一社)FSS工法協会 １４：３０～１４：４５

Ｃ－２ 鋼橋の塗替塗装における循環式ブラスト工法の適用性について 山本
や ま も と

　拓実
た く み

東日本高速道路(株)新潟支社 １４：４５～１５：００

Ｃ－３
飛来塩分環境下における溶融亜鉛アルミ合金めっきの２０年暴露試験

結果 曽我部
そ が べ

　敬介
け い す け

東日本高速道路(株) １５：００～１５：１５

Ｃ－４ 一般国道８号上輪橋の鋼部材損傷における対応について 石田
い し だ

　愼悟
し ん ご 北陸地方整備局

長岡国道事務所
１５：１５～１５：３０

Ｃ－５
部分的塗替え塗装におけるレーザーによる素地調整

－レーザー工法の活用－ 山田
や ま だ

　創士
そ う し

(株)デーロス・ジャパン １５：３０～１５：４５

Ｃ－６ 壁高欄更新工事へのウォールソー工法の適用に関する検討 村井
む ら い

　弘恭
ひ ろ や す

ドーピー建設工業(株) １６：００～１６：１５

Ｃ－７
橋梁伸縮装置漏水対策工法

低コスト、短工期を実現する漏水対策新手法 亀谷
か め た に

　聡
さとし

KFケミカル(株) １６：１５～１６：３０

Ｃ－８ 腐食した高力ボルトの配置がすべり荷重に与える影響に関する研究 森田
も り た

　丈
たける (株)ネクスコ・エンジニアリ

ング新潟
１６：３０～１６：４５

Ｃ－９ 塩害を受けた既設PC橋への脱塩工法施工における課題と対応 笹木
さ さ き

　康
こ う オリエンタル白石(株)東京支

店
１６：４５～１７：００

「D　会　場」　９月１０日　　 ４報文
３階　悠久の間

番号 座長 報　　文　　名 発表者 勤務先 発表時間

Ｄ－１
既設PC橋シース内の狭小・閉塞空隙へのグラウト再注入に関する取り

組み 川口
か わ ぐ ち

　千大
ち ひ ろ

川田建設(株) １４：３０～１４：４５

Ｄ－２
震災橋梁のモニタリングによる早期供用再開と通行止めを回避した本

復旧
リアルタイムモニタリングとボックスカルバート工法の活用

山田
や ま だ

　真也
し ん や

(株)国土開発センター １４：４５～１５：００

Ｄ－３ 超音波の反射特性を利用したPCグラウト再注入工事における充填確認 角田
つ の だ

　貴也
た か や

(株)日本ピーエス １５：００～１５：１５

Ｄ－４
塩害・中性化・ASR 劣化に対する亜硝酸リチウムの補修効果と活用方

法について 稲冨
い な と み

　芳寿
よ し か ず

極東興和(株) １５：１５～１５：３０

報文発表時間割　（１日目）

岩
崎
　
英
治

長
岡
技
術
科
学
大
学
　
工
学
部

環
境
社
会
基
盤
工
学
専
攻
 

教
授

休　憩　（１５：４５～１６：００）

村
上
　
祐
貴

長
岡
工
業
高
等
専
門
学
校

環
境
都
市
工
学
科
　
教
授

下
村
　
匠

長
岡
技
術
科
学
大
学
　
工
学
部

環
境
社
会
基
盤
工
学
専
攻
　
教
授



「A　会　場」　９月１１日 ３報文
４階　メイプル

番号 座長 報　　文　　名 発表者 勤務先 発表時間

A－11 凍害を受けた既設橋脚梁内部の孔内局部載荷試験を用いた調査と補修設
計 長谷川

は せ が わ

　美季
み き

開発技建(株) ８：４５～９：００

A－12 橋梁保守工「越後の橋守」実施経過報告 池野
い け の

　弘樹
ひ ろ き (株)ネクスコ・メンテナンス

新潟
９：００～９：１５

A－13 コンクリート用犠牲陽極材の表面設置工法の開発と課題
－試験施工からの改善と現状－ 小野田

お の だ

　基
もとき

クリディエンス(株) ９：１５～９：３０

「B　会　場」　９月１１日 ３報文
５階　常磐の間（A）

番号 座長 報　　文　　名 発表者 勤務先 発表時間

Ｂ－11 新潟県 信濃川水系におけるアルカリシリカ反応 金子
か ね こ

　泰士
た い し

東日本高速道路(株) ８：４５～９：００

Ｂ－12 アルカリシリカ反応に配慮した線状陽極方式脱塩工法の施工 青山
あ お や ま

　敏幸
と し ゆ き ピーエス・コンストラクショ

ン(株)
９：００～９：１５

Ｂ－13 橋梁の長寿命化および維持管理のための多機能桁カバー
～桁カバー材 による塩害対策について～ 熊木

く ま き

　孝志
た か し

(株)横河ブリッジ ９：１５～９：３０

「C　会　場」　９月１１日 ３報文
５階　常磐の間（B）

番号 座長 報　　文　　名 発表者 勤務先 発表時間

Ｃ－10 凍結防止剤散布下にある道路鋼橋RC床版の
塩分浸透特性と調査診断手法に関する検討 松田

ま つ だ

　啓暉
ひ ろ き (株)ネクスコ・エンジニアリ

ング新潟
８：４５～９：００

Ｃ－11 新たなコンクリート片剥落防止、塩害対策塗装
最新の設計思想、現場ニーズ基づく新技術 亀谷

か め た に

　聡
さとし

KFケミカル(株) ９：００～９：１５

Ｃ－12 北陸地方における道路橋塩害対策の調査検討
－橋梁塩害研究会（23年目）の活動報告－ 澁木

し ぶ き

　秀二
し ゅ う じ 北陸地方整備局

北陸技術事務所
９：１５～９：３０

「D　会　場」　９月１１日 ３報文
３階　悠久の間

番号 座長 報　　文　　名 発表者 勤務先 発表時間

Ｄ－5 地方自治体管理の単純非合成Ｈ形鋼橋におけるＲＣ床版の補修事例 小黒
お ぐ ろ

　蓮
れ ん

(株)開発技術コンサルタント ８：４５～９：００

Ｄ－6 PC鋼材の破断が確認されたプレキャストセグメント橋「妙高大橋」の上
部工撤去工事について 小林

こ ば や し

　正憲
ま さ の り 北陸地方整備局

高田河川国道事務所
９：００～９：１５

Ｄ－7 ３次元測定機を活用した橋梁補強工事におけるアンカーボルト位置計測
の効率化 横内

よ こ う ち

　賢二郎
け ん じ ろ う

川田建設(株) ９：１５～９：３０

報文発表時間割　（２日目）

佐
伯
　
竜
彦

新
潟
大
学
　
工
学
部

環
境
学
科
　
土
木
工
学
　
教
授

伊
藤
　
始

富
山
県
立
大
学
　
工
学
部

環
境
・
社
会
基
盤
工
学
系
　
教
授

柳
田
　
龍
平

金
沢
大
学
　
理
工
研
究
域

地
域
社
会
基
盤
学
系
　
助
教

花
岡
　
大
伸

金
沢
工
業
大
学
　
工
学
部

環
境
土
木
工
学
系
　
教
授



番号 報　　文　　名 著者 勤務先

E－1 国道8 号 糸魚川地区塩害橋梁の維持管理状況とライフサイクルコスト 高瀬
た か せ

　秀樹
ひ で き 北陸地方整備局

高田河川国道事務所

　

報文掲載のみ


